
2よしかわ議会だより

市
長
提
出
議
案

◆
吉
川
市
手
話
言
語
条
例

　

手
話
は
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
基
づ
き
、
手
話
に
対
す
る
理
解
と

広
が
り
を
も
っ
て
す
べ
て
の
市
民
が

互
い
の
言
語
を
尊
重
し
あ
い
、
意
思

疎
通
を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
吉
川
市
を
目
指

し
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

●�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
、

吉
川
市
立
図
書
館
及
び
吉
川
市
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

�［
指
定
管
理
者
］
株
式
会
社
オ
ー

エ
ン
ス
、
株
式
会
社
図
書
館
流
通

セ
ン
タ
ー
、
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
３
社
か
ら

な
る
共
同
事
業
体

　

�［
期
間
］
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日

●
吉
川
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�［
指
定
管
理
者
］
特
定
非
営
利
活

動
法
人
た
す
け
あ
い
・
よ
し
か
わ

　

�［
期
間
］
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
３
月
31
日

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
３
件
を
上
程
し
、

次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣

等
へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

負
担
を
増
や
す
介
護
保
険
改
定

に
反
対
す
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
は
、
来
年
２
０
２
０

年
の
通
常
国
会
に
提
出
予
定
の
介
護

保
険
法
改
定
案
の
策
定
に
向
け
た
議

論
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

　

給
付
と
負
担
の
検
討
課
題
と
し
て

①
非
保
険
者
・
受
給
者
の
範
囲
、
②

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
自
己
負
担
の

導
入
、
③
軽
度
者
の
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
は
、
現
在
で
も
「
必
要

に
な
っ
て
も
使
え
な
い
」
こ
と
や
、

「
費
用
負
担
が
で
き
ず
利
用
を
控
え

る
」
こ
と
な
ど
が
、
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
高
い
保
険
料
を
払
い

続
け
て
き
た
人
が
、
要
介
護
と
認
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
給

付
に
も
と
づ
く
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な

い
と
い
う
の
は
、「
保
険
」
と
い
う

仕
組
み
の
あ
り
方
の
根
幹
に
関
わ
る

大
問
題
で
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
介
護

保
険
制
度
の
こ
れ
以
上
の
改
悪
を
や

め
、
制
度
の
充
実
を
は
か
る
よ
う
、

強
く
求
め
る
。

首
相
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」

私
物
化
疑
惑
の
徹
底
真
相
究
明

を
求
め
る
意
見
書

　

安
倍
晋
三
首
相
主
催
の
「
桜
を
見

る
会
」
に
、
首
相
の
後
援
会
関
係
者

が
大
量
に
招
待
さ
れ
て
お
り
、
税
金

で
首
相
自
ら
の
後
援
会
関
係
者
を�

〝
お
も
て
な
し
〟
す
る
と
い
う
税
金

の
私
物
化
疑
惑
が
浮
上
し
て
い
る
。

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、「
桜
を

見
る
会
」
に
総
理
の
地
元
後
援
会
員

が
数
百
人
も
招
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
は
「
国

民
の
税
金
で
大
々
的
に
地
元
後
援
会

を
接
待
す
る
」
税
金
の
私
物
化
と
疑

惑
が
も
た
れ
、
国
民
の
政
治
不
信
を

広
げ
て
い
る
。

　

疑
惑
は
、
参
加
者
の
問
題
、
総
理

の
後
援
会
の
前
夜
祭
の
会
費
が
政
治

資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
問
題
、
今
年
の
招
待
者
の
名
簿

を
廃
棄
し
た
時
期
の
問
題
の
３
点
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
は
、首
相
主
催
の「
桜

を
見
る
会
」
私
物
化
疑
惑
に
国
会
で

の
真
相
の
徹
底
究
明
を
行
う
事
を
強

く
求
め
る
。

請
　
願

　

今
定
例
会
で
は
、
２
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
要
旨
と
討
論
の
内
容
を
紹
介
議

員
と
討
論
者
が
お
伝
え
し
ま
す
。

「
三
輪
野
江
地
区
へ
の
公
園
整

備
に
関
す
る
請
願
」

請
願
者

土
場
自
治
会
会
長　
　
　

遠
藤
和
博

土
飯
長
寿
会
会
長　
　
　

栗
山
春
雄

三
輪
野
江
長
寿
会
会
長　

加
崎　

茂

土
場
子
供
会
会
長　
　
　

黒
澤
恵
利

定
勝
寺
住
職　
　
　
　
　

細
沼
秀
行

紹
介
議
員　
　
　
　
　
　

松
﨑　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
昭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
弥

請
願
要
旨

　

請
願
要
旨
に
つ
い
て
は
、
旧
第
三

保
育
所
跡
地
を
公
園
と
し
て
開
放

し
て
下
さ
い
、
旧
第
三
保
育
所
舎
を
、

高
齢
者
等
の
交
流
の
場
所
と
し
て
活

用
し
て
下
さ
い
と
い
う
２
点
で
あ
り
、

理
由
と
し
て
は
、
現
在
三
輪
野
江
地

域
に
お
い
て
公
園
と
呼
べ
る
施
設
が

な
い
こ
と
、
ま
た
、
地
域
内
の
子
育
て

世
帯
の
方
や
高
齢
者
の
方
か
ら
公
園

整
備
へ
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
そ
し
て
、
旧
第
三
保
育
所
園
舎

に
つ
い
て
は
今
後
の
敷
地
及
び
建
物

の
使
用
が
未
定
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
今
回
の
請
願
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

反対
討論

未
来
会
議
よ
し
か
わ

林　

美
希

　

要
旨
①
旧
第
三
保
育
所
を
公
園
に
、

と
あ
る
が
公
園
と
す
る
こ
と
で
設
備
、

用
途
に
制
限
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

る
。
要
旨
②
旧
第
三
保
育
所
園
舎
を

交
流
の
場
、
と
あ
り
、
ま
た
請
願
理

由
の
中
に
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
期
待
が
読
み
取
れ
る
が
、
園
舎
の

状
態
、
立
地
か
ら
適
切
と
判
断
し
か

ね
る
。
願
意
を
汲
み
趣
旨
採
択
の
提

案
を
し
た
が
否
決
。
や
む
な
く
反
対

と
す
る
が
、
三
輪
野
江
全
体
の
活
性

化
は
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

【
付
帯
意
見
】

　

当
該
施
設
を
高
齢
者
等
の
交
流
の

場
及
び
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

活
用
す
る
際
は
、
施
設
の
耐
震
化
等

も
含
め
、
具
体
化
に
あ
た
っ
て
は
地

元
住
民
と
の
協
議
を
重
ね
る
こ
と
。現地調査のようす

「
市
民
の
財
産
で
あ
る
施
設
『
お

あ
し
す
』
元
『
は
ー
と
ふ
る
・

ぽ
っ
と
』
営
業
店
舗
跡
を
市
民

の
た
め
に
開
放
す
る
こ
と
を
求

め
る
た
め
の
請
願
書
」

請
願
者

「
お
あ
し
す
会
」
代
表　

 

伊
東
一
郎

紹
介
議
員　
　
　
　
　
　

遠
藤
義
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
克
明

請
願
要
旨

　

お
あ
し
す
の
開
館
当
初
か
ら
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

た
「
は
ー
と
ふ
る
・
ぽ
っ
と
」
が
閉

店
し
て
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

未
だ
に
閉
め
た
ま
ま
の
状
態
は
不
自

然
で
あ
り
、
有
効
活
用
す
べ
き
で
す
。

速
や
か
に
市
民
の
た
め
に
開
放
し
て

く
だ
さ
い
、
と
の
請
願
で
す
。

　

請
願
審
査
の
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
で
各
委
員
か
ら
意
見
聴
取
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
趣
旨
採
択

と
す
る
こ
と
」
の
動
議
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
動
議
は
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
、
本
会
議
で
の
採
決
は
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

反対
討論

未
来
会
議
よ
し
か
わ

戸
田　

馨

　

請
願
文
書
か
ら
ど
の
よ
う
な
検
討

を
経
て
ど
の
よ
う
な
用
途
の
た
め
開

放
を
求
め
て
い
る
か
分
か
ら
な
か
っ

た
た
め
、
紹
介
議
員
に
対
し
質
疑
し

た
と
こ
ろ
「
と
り
あ
え
ず
開
放
」
が

目
的
と
の
こ
と
。
現
地
の
状
況
を
確

認
し
、
①
危
機
管
理
上
、
現
状
で
の

開
放
は
難
し
い
②
用
途
を
定
め
ず
、

開
放
の
み
を
目
的
と
し
改
修
を
行
う

こ
と
は
二
重
投
資
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
③
長
期
的
な
視
点
を
も
ち
検
討

に
あ
た
る
べ
き
と
考
え
る
。

賛成
討論

市
民
の
会
・
無
所
属

稲
垣　

茂
行

　
「
は
ー
と
ふ
る
・
ぽ
っ
と
」
が
退

店
し
て
１
年
７
カ
月
。
店
舗
跡
は
、

内
側
か
ら
白
い
紙
が
貼
ら
れ
異
様
な

光
景
で
す
。

　

市
民
の
困
っ
て
い
る
現
状
に
対
し
、

議
会
か
ら
も
店
舗
跡
の
利
活
用
を
求

め
る
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
は
一
顧
だ
に
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
出
さ
れ
た
請
願

で
す
。
市
民
の
利
便
性
を
考
え
、
行

政
財
産
の
活
用
を
図
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
す
。

市道の路線認定について現地確認を行いました。

◆�

三
輪
野
江
地
区
へ
の
公
園
整
備

に
関
す
る
請
願

賛
成
全
員
に
よ
り
採
択

　

三
輪
野
江
地
区
へ
の
公
園
整
備
に

関
す
る
請
願
に
対
す
る
付
帯
意
見

賛
成
全
員
に
よ
り
可
決

※�

請
願
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。


